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 所属研究室内外の活動・体験（日常生活・余暇に行った事など） 

 留学先での住居（寮、ホームステイ等)、申し込み方法、ルームメイトなど 
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概要 

平成28年8月15日から同年8月26日までの12日間、台湾の国立台湾科技大学におい

て、工学系学生国際交流基金の援助のもと短期留学をしてきました。留学の理由は単純

で、他の言語環境下で授業を受け、生活をしてみたいと思ったからです。現地の学生や先

生方、そして日本から来た仲間と交流しながら、人間的にとても成長できたと思います。 

国立台湾科技大学(National Taiwan University of Science & Technology, NTUST)は、

台湾台北市にある理系・科学技術系の国立大学である。台湾経済及び工業の発展に必要

な専門技術者と管理職を育成するために設立された国立台湾工業技術院が全身であり、

1997年に大学として改編された。 
 

 
Picture1.留学生集合写真(撮影者自分) 

 

背景 

 私はロボットや乗り物が好きという理由から、大学では機械工学を学んできました。大学

院に進むと決めたとき、私は今まで学んだことを将来どのように活かすのか考えました。もと

もと私は人の命を助ける仕事をすると決めていたので、工学と医療を連携させている現在の

研究室に所属し、現在に至っています。近年、医療技術は様々な分野と融合しつつ諸問題

の解決に当たっており、特に東京工業大学はその研究環境が充実しています。大学院進学

を考えた際、このことが私のモチベーションを支えたことは間違いありません。大学院では、

機械工学に関するもののみならず、東京大学でのバイオ工学に関する授業、東京医科歯科

大学の先生方を交えた研究交流など、関連分野への理解を深めています。 

 そんな私の研究テーマは、ガン治療において重要な、抗がん剤の創薬支援デバイスの

研究開発です。タンパク質からなるペプチドの中に、がん細胞のみに付着するという性質を

持ったものがあります。このようなペプチドと抗がん剤を組み合わせ、正常細胞には作用せ

ず、がん細胞のみ選択的に攻撃するという副作用の少ない創薬が考えられています。しか

し、このようなペプチドを探す手法は手作業であり、時間・労力・実験精度の面で大変不利と

いうのが現状です。そこで、この手作業領域を機械的に行えるようなデバイスを実現すべく、

日々努力しています。 

学術・研究そのものに関して述べましたが、現在の社会の動きなどを第一線で働いておら

れる先輩方からお話を伺う機会に恵まれていることも、理系人として大きな視野を持たせて

いただいていると思います。 



将来はこのような経験を基に、医療の発展を担う会社を設立し、社会貢献に寄与したいと

いうのが私の夢です。 

台湾科技大学では、台湾の電力を支えている日月発電所を訪問し、そのシステムを学び

ました。中でも、地下深くに建造された発電所には、大きな機械が無数に並んでおり圧巻で

した。この発電所は山奥にあり、戦前の統治時代に日本人が作ったのですが、その当時の

苦労を引率の村上先生に教えていただきました。技術的な面、その技術を支えるための人

の苦労、理系の学生としていい経験になりました。 

 

 
Pictire2.日月水量発電所にて 

 

 
Picture３.地下施設ツアー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



研究以外での活動・体験 

 研究以外では、会社・裁判所訪問を通じ台湾の持つ国際競争力の高さを実感することが

出来ました。会社はFFGという工作機械メーカを訪ね、その工場を見学しました。作られてい

るロボットに目を奪われたのは勿論、そこで製品の計測を行っている人の仕事を目の当たり

にして、大学で学んできた一つ一つの重要性を実感することが出来ました。特に感動したの

は、知的財産法院を訪問した時です。そこの庭長をしておられる蔡さんにしていただいたお

話は、理系・文系を超えて私に感銘を与えました。ものの論理的な考え方に大きな衝撃を受

けました。 

 また課外では、現地の学生に様々な場所へと案内して案内してもらいました。観光地で

は、あの「千と千尋の神隠し」のモデルとなった九分、夜のナイトマーケット、私的に仲良くな

った学生の研究室での飲み会など楽しい時間を過ごさせてもらいました。最終日近くに自分

が企画したミニスポーツ会は決して忘れることのない思い出です。 

 

 
Picture４.素晴らしい仲間たち 

 

 

留学で得られたこと 

 サマースクールに参加する私の当初の目的は、海外で英語を使うことがメインでした。その

ため、現地で行う活動などは、ある意味考えず志願したのですが、大変代えがたいものを得

ることが出来ました。それは、人と人との繋がりです。背景の異なる人間が集まった中で、自

分の考えを伝えたり、人の思いを汲んだりすることがどれ程重要で、大変なのかを実感しまし

た。これは、学校の授業では得られませんが、世界で生きていくためには避けて通ることは

できないことです。それを今のうちから知れたことは最高の収穫だと思います。 


